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名
目
上
の
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
任
務
解
怠
に

つ
き
悪
意
・
重
過
失
が
な
い
と
さ
れ
た
事
例

究

慨締
　
大
阪
高
裁
昭
和
五
四
年
三
年
二
三
日
判
決
（
昭
和
五
三
年
㈱
四
四
二
号
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
）
判
例
時
報
九
三
一
号
二
九
頁

〔
事
実
〕
、
訴
外
甲
会
社
は
、
昭
和
四
二
年
六
月
こ
ろ
、
訴
外
A
が
自
動
金
網
機
の
製
造
販
売
等
を
目
的
と
し
て
設
立
し
、
そ
の
後
昭
和
四

六
、
七
年
こ
ろ
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
造
機
の
製
造
販
売
を
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
A
一
人
が
代
表
取
締
役
で
あ
る
ほ
か
、
、
そ
の
妻
B

と
Y
（
被
告
、
控
訴
人
）
の
二
人
が
取
締
役
で
あ
っ
た
。
Y
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
で
あ
っ
て
、
右
会
社
の
業
務
上
の
知
識
経
験
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
B
が
Y
の
妻
の
姪
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
請
わ
れ
て
取
締
役
に
就
任
し
た
も
の
の
、
何
ら
出
資
を
し
た

も
の
で
も
な
く
、
ま
た
取
締
役
と
し
て
の
報
酬
を
受
け
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
甲
会
社
の
経
営
は
、
事
実
上
、
A
の
い
わ
ゆ
る
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
あ
っ
て
、
正
規
の
取
締
役
会
が
開
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
Y

は
月
一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
会
社
を
訪
れ
、
そ
の
都
度
A
か
ら
お
お
む
ね
口
頭
で
業
務
の
報
告
を
受
け
、
い
つ
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
時
に
は
帳
簿
を
見
せ
ら
れ
た
こ
乏
も
あ
る
が
、
、
そ
の
記
載
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
う
え
、
Y
自
身
経
理
上
の
知
識

に
乏
し
か
っ
た
た
め
そ
の
内
容
の
詳
細
を
把
握
し
得
な
い
ま
ま
A
の
言
を
信
じ
、
そ
れ
で
も
官
分
が
年
輩
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
昭
和
四

八
年
当
時
で
A
は
三
五
才
、
Y
は
六
三
才
）
、
間
違
い
の
な
い
や
り
方
を
す
る
よ
う
に
と
の
刷
般
的
な
注
意
を
与
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
－
甲
会
社
は
、
，
昭
和
四
七
年
こ
ろ
か
ち
人
件
費
や
諸
経
費
の
値
上
り
に
価
格
調
整
が
追
い
つ
か
ず
、
徐
々
に
業
績
が
落
ち
込

み
、
・
昭
和
四
八
年
六
月
の
決
算
期
に
は
、
約
二
〇
〇
〇
万
円
な
い
し
三
〇
〇
〇
万
円
の
損
失
を
生
じ
、
下
請
の
工
賃
や
資
材
の
仕
入
等
に

つ
い
て
も
期
日
の
長
い
手
形
で
支
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
A
は
、
会
社
の
積
極
資
産
は
一
億
二
〇
〇
〇
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究

蜥
伊判

万
円
ぐ
ら
い
あ
る
と
踏
ん
で
い
て
、
ま
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
造
機
の
売
れ
行
き
自
体
は
必
ず
し
も
落
ち
込
み
を
見
せ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

さ
ら
に
他
に
新
製
品
を
開
発
し
た
り
人
手
を
減
ら
せ
ば
、
何
と
か
切
り
抜
け
ら
れ
る
と
楽
観
し
、
前
述
の
月
一
度
の
Y
に
対
す
る
業
務
報

告
に
お
い
て
も
右
の
欠
損
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
隠
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
A
は
そ
の
営
業
を
継
続
し
、
前
記
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
造
機
の
売
れ
行
き
自
体
に
は
著
し
い
落
ち
込
み
は
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
ろ
経
済
界
を
襲
っ
た
い
わ
ゆ
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
諸
経
費
、
資
材
等
の
高
騰
に
対
し
適
切
な
価
格
調

整
の
機
を
失
し
た
こ
と
と
、
そ
の
こ
ろ
、
と
く
に
昭
和
四
八
年
末
ご
ろ
か
ら
昭
和
四
九
年
は
じ
め
に
か
け
て
訴
外
事
会
社
と
約
三
〇
〇
〇

万
円
に
の
ぼ
る
融
通
手
形
の
交
換
を
し
合
い
な
が
ら
、
他
方
取
引
銀
行
か
ら
融
資
枠
の
制
限
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
て
、
甲
会
社

は
、
昭
和
四
九
年
三
月
に
入
っ
て
手
形
不
渡
処
分
を
受
け
て
倒
産
し
、
同
月
一
九
日
に
解
散
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
渇
・
現
（
原
吉
、
被
控
訴
人
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
機
械
工
具
あ
る
い
は
石
油
類
の
販
売
を
業
と
し
て
、
甲
会
社
に
対
し
コ

ン
ニ
ャ
ク
製
造
機
の
製
造
販
売
の
継
続
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
各
取
扱
商
品
を
販
売
し
、
瓦
は
昭
和
四
八
年
八
月
二
一
日
か
ら
昭
和
四

九
年
三
月
一
四
日
ま
で
の
間
に
代
金
合
計
四
九
四
万
〇
二
四
二
円
相
当
の
、
為
は
昭
和
四
八
年
一
一
月
二
一
日
か
ら
昭
和
四
九
年
三
月
一

九
日
ま
で
の
間
に
代
金
合
計
七
六
万
八
八
七
円
相
当
の
各
商
品
を
売
渡
し
、
そ
れ
ら
の
代
金
債
権
の
履
行
期
は
遅
く
と
も
昭
和
四
九
年
八

月
末
に
到
来
し
て
い
た
が
、
甲
会
社
の
倒
産
に
よ
っ
て
前
記
各
商
品
代
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
と
同
額
の
損

害
を
被
っ
た
。
そ
こ
で
、
・
瓦
ら
は
、
右
各
損
害
に
つ
き
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
も
と
づ
き
、
取
締
役
で
あ
る
Y
に
そ
の
損
害
の

賠
償
を
請
求
し
た
。

　
本
件
は
、
原
審
が
遠
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
た
め
、
Y
か
ら
提
起
さ
れ
た
控
訴
審
で
あ
る
。

〔
判
旨
〕
原
判
決
取
消
・
請
求
棄
却

　
一
　
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
も
と
つ
く
責
任
に
関
す
る
昭
和
四
四
年
＝
月
二
六
日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
（
民
集
二
三
巻
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究婬乱
一
一
号
二
一
五
〇
頁
）
に
従
い
、
　
「
本
件
に
お
い
て
も
、
Y
に
損
害
賠
償
義
務
が
生
ず
る
た
め
に
は
、
Y
に
『
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
任
務
愈
愈
』
が
あ
り
、
そ
れ
と
渇
ら
の
前
記
各
損
害
と
の
間
に
『
相
当
の
因
果
関
係
』
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
二
　
「
Y
が
左
様
な
概
ね
月
一
回
の
主
と
し
て
口
頭
に
よ
る
業
務
報
告
を
是
と
し
て
こ
れ
に
何
ら
の
疑
を
持
た
ず
、
そ
れ
以
上
の
強
い

監
督
と
介
入
を
遂
げ
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
は
、
会
社
に
対
し
任
務
解
体
を
問
わ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
方

出
資
も
せ
ず
、
報
酬
も
受
け
ず
、
ほ
と
ん
ど
名
目
上
の
取
締
役
と
し
て
名
を
連
ね
た
に
過
ぎ
ず
、
会
社
業
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
経

験
も
有
し
な
い
な
ど
、
前
認
定
の
甲
会
社
の
役
員
構
成
の
中
に
お
け
る
Y
の
立
場
に
徴
す
れ
ば
、
Y
と
A
と
の
年
令
差
を
考
慮
に
入
れ
て

も
な
お
、
本
件
に
お
け
る
右
Y
の
任
務
解
怠
に
つ
き
、
商
法
二
六
六
条
の
三
第
一
項
に
い
う
『
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
』
が
存
し
た
も
の

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　
三
　
ま
た
「
前
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
仮
に
当
時
Y
が
正
規
に
取
締
役
会
の
招
集
を
求
め
て
、
そ
の
経
理
内
容
の
報
告
を
受
け
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
席
で
A
か
ら
前
認
定
の
よ
う
な
見
透
し
に
基
づ
く
事
業
継
続
の
方
針
を
聞
か
さ
れ
れ
ば
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
造
機
の
売

上
げ
自
体
に
著
し
い
落
込
み
の
な
い
現
況
と
併
せ
、
当
業
界
の
精
通
者
で
な
い
Y
と
し
て
は
や
は
り
こ
れ
を
是
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
Y
の
前
記
任
務
解
怠
が
な
け
れ
ば
、
A
を
し
て
瓦
ら
と
の
本
件
各
取
引
を
止
め

さ
せ
、
若
し
く
は
甲
会
社
の
倒
産
を
回
避
し
得
た
も
の
と
は
、
必
ず
し
も
速
断
し
難
く
、
前
言
、
　
『
相
当
の
因
果
関
係
』
の
存
在
も
疑
わ

し
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

〔
研
究
〕
判
旨
に
賛
成
す
る
。

　
廟
・
本
判
決
は
、
　
最
判
昭
和
四
八
年
五
月
南
六
日
（
民
集
二
七
巻
五
号
六
五
五
頁
）
の
立
場
を
踏
襲
し
、
　
名
目
上
の
取
締
役
に
対
し

て
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
を
通
し
た
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
に
関
す
る
一
般
的
監
視
義
務
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
任
務
解
題
に
つ
き

悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
の
存
在
を
否
定
し
、
ま
た
傍
論
と
し
て
、
Y
の
任
務
解
怠
と
渇
ら
の
被
っ
た
損
害
と
の
間
に
は
「
相
当
の
因
果
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究

冒頭
半

関
係
し
も
な
い
と
し
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
ま
ず
、
任
務
解
怠
に
つ
き
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
の
存
在
を
否
定
し
た
判
旨
の
第
二
点
に
つ
き
考
察
し
、
次
に
傍
論

で
あ
る
三
三
の
第
三
点
の
相
当
因
果
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

　
二
　
本
件
で
は
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
に
対
す
る
名
目
上
の
取
締
役
の
監
視
義
務
違
反
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
取
締
役
は
、
代
表
取
締
役
で
あ
れ
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
で
あ
れ
、
と
も
に
取
締
役
会
の
構
成
員
で
あ
る
以
上
、
構
成
員
と
し
て
の
一
般

的
監
視
義
務
を
負
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
取
締
役
会
会
議
の
上
程
事
項
に
関
す
る
代
表
取
締
役
な
い
し
業
務
担
当
取
締
役

に
よ
る
執
行
行
為
に
つ
き
監
視
義
務
を
負
う
と
す
る
こ
と
に
は
、
学
説
・
判
例
と
も
に
異
論
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
取
締
役
が
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
地
位
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
会
社
業
務
の
全
般
に
わ

た
り
善
管
注
意
義
務
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
す
べ
き
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
他
の
代
表
取
締
役
等
の
行
為
を
監
視
し
う
る

機
会
も
多
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
平
取
締
役
よ
り
広
い
範
囲
に
お
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
場
合
が
考
え
ら
れ
る
（
酒
巻
「
名
目
的
取
締
役

の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
」
野
ω
9
0
0
一
一
二
号
二
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
、
業
務
執
行
者
と
し
て
の
監
督
義
務
を
併
有
す

る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
そ
の
注
意
義
務
が
加
重
さ
れ
る
関
係
と
解
す
る
（
菅
原
「
現
代
株
式
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
地
位
と
そ

の
監
視
義
務
」
企
業
法
研
究
十
周
年
記
念
論
文
集
一
〇
二
頁
、
本
間
・
注
釈
会
社
法
ω
四
四
五
頁
）
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ

と
は
、
業
務
担
当
取
締
役
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
単
な
る
取
締
役
会
の
構
成
員
に
す
ぎ
な
い
平
取
締
役
の
場
合
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
ま
で
監

視
義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
か
否
か
に
関
し
て
は
、
消
極
説
、
積
極
説
、
折
衷
説
の
対
立
が
あ
る
。

　
従
来
、
　
下
級
審
判
例
に
は
、
　
消
極
説
を
と
る
判
例
が
多
く
（
例
え
ば
、
東
京
地
判
昭
和
三
二
・
五
・
＝
二
下
民
集
八
巻
五
号
九
二
三

頁
、
東
京
地
糸
昭
和
三
三
・
一
一
・
二
八
下
民
集
九
巻
一
一
号
二
三
四
二
頁
、
広
島
地
判
昭
和
三
六
・
八
・
三
〇
下
民
集
一
二
巻
八
号
二

鵬胸qG
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究鰯腋
半

．
一

齪
Z
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
五
・
三
・
二
八
幼
時
六
〇
六
号
八
二
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四
六
・
＝
，
・
二
五
判
時
六
五
二
号
七
一
頁
な

ど
）
、
積
極
説
を
と
る
判
例
は
、
積
極
説
を
採
用
し
た
前
掲
最
判
昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
が
現
わ
れ
る
以
前
に
は
、
そ
の
最
高
裁
判
決

の
原
審
を
含
め
て
き
わ
め
て
数
少
な
い
（
東
京
地
判
昭
和
四
三
・
八
・
二
一
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
三
〇
号
二
七
四
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四
六

・
四
・
三
〇
判
時
六
四
三
号
八
七
頁
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
上
は
、
折
衷
説
も
加
わ
り
見
解
が
す
る
ど
く
対
立
し
て
い
る
。
消
極
説
を
採
る
学
説
は
、
取
締
役
会
制
度
の
採

用
、
つ
ま
り
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
も
と
で
は
、
各
取
締
役
は
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決
定
に
参
加
す
る
に

と
ど
ま
り
、
従
来
の
よ
う
に
各
取
締
役
が
単
独
で
会
社
の
業
務
執
行
お
よ
び
会
社
代
表
を
な
す
権
限
を
有
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
取
締
役
は
取
締
役
会
に
現
わ
れ
た
事
実
に
も
と
つ
い
て
の
み
監
視
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
従
来
の
よ
う
に
一
般
的
な
監
視
義
務

を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
（
大
阪
谷
「
取
締
役
の
責
任
」
株
式
会
社
法
講
座
三
巻
＝
二
〇
頁
以
下
、
谷
川
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
〇
九

号
八
四
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
、
積
極
説
に
は
、
取
締
役
に
一
般
的
監
視
義
務
を
課
す
法
的
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
学
説
の
対
立
が
あ
る
。

そ
の
第
一
説
は
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
善
管
義
務
な
い
し
忠
実
義
務
を
根
拠
と
し
（
倉
沢
・
法
学
研
究
三
四
巻
七
号
八
○
頁
、
、
米
津

・
財
経
弘
報
六
九
四
号
九
頁
、
菅
原
・
前
掲
一
二
二
頁
）
、
第
二
説
は
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
に
対
す
る
取
締
役
会
の
監
督
機
能
か

ら
、
右
の
平
取
締
役
の
監
視
義
務
を
導
き
出
し
て
い
る
　
（
塩
田
H
吉
川
「
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
⑪
六
八
頁
、
、
田
中
誠
・
全
盲
会
社
法
詳
論
（
上
）
六
〇
一
頁
、
加
美
・
金
融
・
商
事
判
例
三
九
三
号
五
頁
）
。
こ
の
第
二
説
が
今
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
く

多
数
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
折
衷
説
は
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
を
間
接
損
害
と
直
接
損
害
と
に
分
け
て
、
間
接
損
害
の
場
合

は
、
積
極
説
と
同
様
に
、
平
取
締
役
に
、
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監
視
す
る
義
務
を
認
め
る
が
、
直

接
損
害
に
つ
い
て
は
会
社
に
損
害
が
生
じ
な
い
か
ら
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
も
問
題
と
な
ら
ず
、
取
締
役
会
の
監
督
権
発
動
を
促
す
処

置
を
採
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
任
務
解
怠
の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と
す
る
（
龍
田
・
法
学
論
叢
六
六
巻
三
号
九
八
頁
。
同
旨
、
菱
田
・
ジ

魏鋤40
4
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究

研腋
半

ユ
リ
ス
ト
ニ
一
六
号
一
一
五
頁
、
北
沢
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
号
一
一
四
頁
）
。
こ
の
立
場
も
近
時
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
判
例
上
も
学
説
上
も
、
平
取
締
役
の
一
般
的
監
視
義
務
の
存
否
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
な
か
で
、
前
掲
最
判

昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
は
、
積
極
説
の
第
二
説
を
採
用
し
、
　
「
株
式
会
社
の
取
締
役
会
は
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
き
監
査
す
る
地
位
に

あ
る
か
ら
、
取
締
役
会
を
構
成
す
る
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
、
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
だ
け
監
視
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
｛
般
に
つ
き
、
こ
れ
を
監
視
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
取
締
役
会
を
自
ら
招
集
し
、
あ
る
い
は
招
集
す
る
こ

と
を
求
め
、
取
締
役
会
を
通
じ
て
業
務
執
行
が
適
正
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
職
務
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、

平
取
締
役
の
一
般
的
監
視
義
務
の
存
在
を
認
め
た
。
そ
の
後
、
下
級
審
判
例
も
、
同
判
決
に
従
っ
て
、
一
般
的
な
監
視
義
務
を
肯
定
す
る

も
の
が
増
加
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
前
橋
地
高
崎
酷
熱
昭
和
四
九
・
一
二
・
二
六
判
時
七
八
○
号
九
六
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
〇
・
五
・

八
金
融
・
商
事
判
例
四
五
五
号
一
一
頁
、
札
幌
地
雨
昭
和
五
一
・
七
・
三
〇
判
時
八
四
〇
号
一
一
〇
頁
、
東
京
地
面
昭
和
五
三
二
二
・
一

六
金
融
・
商
事
判
例
五
六
一
号
三
八
頁
、
大
阪
菊
判
昭
和
五
三
・
四
・
二
七
夏
時
八
九
七
号
九
七
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
五
三
・
＝
・
二

九
金
融
・
商
事
判
例
五
六
八
号
二
二
頁
な
ど
）
。
本
判
決
も
、
そ
の
一
例
と
い
え
る
。

　
三
　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
最
判
昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
の
事
案
は
、
三
人
で
共
同
出
資
し
て
会
社
を
設
立
し
、
し
か
も
三
人
と
も
営
業

に
携
っ
て
い
た
が
、
会
社
の
業
務
執
行
全
体
に
つ
い
て
は
代
表
取
締
役
一
人
に
任
せ
き
り
に
し
て
い
た
と
い
う
状
態
の
も
と
で
、
代
表
取

締
役
の
職
務
違
反
行
為
に
対
し
平
取
締
役
の
任
務
解
怠
が
問
わ
れ
た
、
い
わ
ば
実
質
的
取
締
役
の
一
般
的
監
視
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
本
件
に
お
け
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
名
目
的
平
取
締
役
の
一
般
的
監
視
義
務
違
反
の
有
無
そ
の
も
の
に
つ
い

て
下
さ
れ
た
判
決
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
右
判
決
後
も
依
然
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
き
わ
め
て
多
い
名
目
的
平
取
締
役
の
監
視
義
務

違
反
の
具
体
的
要
件
い
か
ん
の
問
題
は
残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
田
尾
・
法
曹
時
報
二
五
巻
八
号
一
三
九
頁
、
喜
多
・
判
時
七
一
八

号
一
四
六
頁
、
坂
本
・
金
融
・
商
事
判
例
五
六
〇
号
五
五
頁
）
。

㎜吻
。
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そ
し
て
、
最
近
の
多
く
の
下
級
審
判
例
は
、
一
般
論
と
し
て
、
前
掲
最
高
裁
の
判
決
に
そ
っ
て
、
名
目
上
の
取
締
役
に
一
般
的
監
視
義

務
が
あ
る
こ
と
を
一
応
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
事
案
を
考
慮
七
て
、
結
果
的
に
は
監
視
義
務
違
反
の
成
立

を
否
定
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
考
慮
さ
れ
た
具
体
的
事
情
と
し
て
は
、
病
気
に
よ
る
休
養
中
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
掲
前
橋
地
高
崎

麦
判
昭
和
四
九
・
一
二
・
二
六
）
、
会
社
業
務
に
実
際
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
問
題
の
約
束
手
形
の
振
出
に
も
関
与
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
（
前
掲
札
幌
地
鶏
昭
和
五
一
・
七
・
三
〇
）
、
東
京
に
本
店
を
有
す
る
会
社
の
取
締
役
に
、
名
目
的
・
形
式
的
に
就
任

し
た
者
が
、
清
水
市
に
居
住
し
て
も
っ
ぱ
ら
自
己
が
そ
の
代
表
者
で
あ
る
他
の
会
社
の
業
務
執
行
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
（
前
掲
東
京
地

細
昭
和
五
三
・
三
・
一
六
）
、
会
社
は
代
表
取
締
役
一
人
が
そ
の
経
営
の
実
権
を
掌
握
し
、
他
の
取
締
役
や
社
員
の
容
啄
を
許
さ
な
い
独

断
専
攻
に
よ
る
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
掲
大
阪
高
判
昭
和
五
三
・
四
㎏
二
七
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
判
例

の
事
案
で
は
、
い
ず
れ
も
取
締
役
会
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
も
の
は
一
度
も
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
最
近
の
多
く
の
下
級
審
判
例
が
名
目
上
の
取
締
役
の
監
視
義
務
を
軽
減
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
多
忙
・
病
気
・
老
齢
そ
の

他
、
実
際
上
取
締
役
と
し
て
の
業
務
執
行
の
監
督
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
取
締
役
の
地
位
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

取
締
役
の
業
務
執
行
の
監
督
を
通
じ
て
、
適
法
か
つ
妥
当
な
会
社
業
務
の
執
行
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
法
の
趣
旨
は
、
簡
単
に
没
却
さ
れ

て
し
ま
う
と
し
て
非
難
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
（
神
崎
「
取
締
役
の
注
意
義
務
」
商
事
法
務
八
四
七
号
二
六
九
頁
）
。

　
思
う
に
、
名
目
上
と
い
う
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
会
社
の
対
内
的
な
事
情
に
す
ぎ
な
い
以
上
、
そ
の
職
務
内
容
も
任
務
解
怠
も
取
締
役
一

般
の
同
一
基
準
に
よ
っ
て
測
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
塩
田
“
吉
川
・
前
掲
一
二
頁
、
吉
川
「
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る

責
任
－
昭
和
四
四
年
最
高
裁
大
法
廷
判
決
以
後
の
判
例
の
動
向
（
そ
の
一
）
」
民
商
七
八
巻
（
法
と
権
利
2
）
三
三
七
頁
、
坂
本
．
前

掲
五
六
頁
）
。
た
だ
し
、
平
取
締
役
の
一
般
的
監
視
義
務
を
考
え
る
場
合
に
は
、
平
取
締
役
は
代
表
取
締
役
と
異
な
り
業
務
執
行
権
を
有

し
な
い
の
で
、
取
締
役
会
の
非
上
程
事
項
に
つ
い
て
ま
で
積
極
的
か
つ
不
断
の
注
意
を
払
う
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ

撤⑳己0
4
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究

官爵
下

ろ
う
（
菅
原
・
前
掲
論
文
集
＝
一
〇
頁
、
－
本
間
・
前
掲
四
四
六
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
名
目
上
の
平
取
締
役
の
監
視
義
務
違
反

の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
は
よ
り
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
他
の
資
格
等
で
業
務
執
行
者
の
違
法
行
為
を
事
前
に
了
知
し
た

場
合
や
、
他
の
取
締
役
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
て
信
頼
に
反
す
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た

め
取
締
役
会
の
招
集
を
請
求
し
、
取
締
役
会
を
通
じ
て
違
法
な
業
務
執
行
を
防
止
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
有
効
か
つ
適
切
な
手
段
を
講
ず

る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
積
極
的
に
会
社
の
業
務
お
よ
び
財
産
状
況
を
調
査
す
る
な
ど
し
て
、
会
社
あ
る
い
は
第
三
者
の
損
害
発
生

を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
（
菅
原
・
前
掲
論
集
一
一
二
頁
、
　
間
・
前
掲
四
四
五
一
六
頁
、
酒
巻
・
前
掲
鍔
≦
G
o
o
げ
0
9

一
二
号
三
一
頁
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
義
務
が
つ
く
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
損
害
を
受
け
た
第
三
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
締
役

が
代
表
取
締
役
等
の
違
法
行
為
を
事
前
に
知
っ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
相
当
の
注
意
を
す
れ
ば
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
漫
然

と
看
過
し
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
取
締
役
会
で
事
前
の
監
視
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
監
視
権
発
動
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
か
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
限
り
、
監
視
義
務
違
反
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
前
掲
大
阪
高
判
昭

和
五
三
・
四
・
二
七
、
龍
田
・
前
掲
九
八
頁
）
。
そ
の
他
、
取
締
役
が
取
締
役
会
に
規
則
的
に
出
席
し
て
監
視
義
務
を
つ
く
す
べ
き
こ
と

は
当
然
の
前
提
で
あ
る
の
で
、
不
断
の
監
視
ま
で
要
求
さ
れ
て
い
な
い
平
取
締
役
と
は
い
え
、
前
記
藤
壷
昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
の
事

案
に
お
け
る
よ
う
に
、
会
社
業
務
に
全
く
無
関
心
で
、
設
立
以
来
開
か
れ
た
こ
と
の
な
い
取
締
役
会
の
招
集
を
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
あ

る
い
は
正
当
な
理
由
（
病
気
・
出
張
な
ど
）
も
な
く
長
期
に
わ
た
っ
て
取
締
役
会
を
欠
席
す
る
な
ど
、
取
締
役
と
し
て
の
職
務
を
全
く
果

た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
重
大
な
任
務
解
怠
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
代
表
取
締
役
の
職
務
違
反
行
為
に
関
す
る
監
視
義
務
違
反
の
責

任
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
菅
原
・
前
掲
論
文
集
＝
二
頁
、
本
間
・
前
掲
四
四
六
頁
）
。

　
そ
こ
で
、
前
記
の
四
つ
の
下
級
審
判
例
の
具
体
的
事
案
を
み
る
に
、
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
実
は
、
た
と
え

名
目
的
平
取
締
役
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
開
催
を
求
む
る
べ
き
取
締
役
と
し
て
の
重
大
な
任
務
解
怠
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

山繭
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究慨締
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
下
級
審
判
例
が
取
締
役
に
監
視
義
務
違
反
が
な
い
と
す
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
そ
こ
で
、
本
判
決
を
み
る
に
、
本
判
決
も
、
前
記
の
下
級
審
判
例
の
傾
向
に
そ
っ
て
、
出
資
も
せ
ず
、
報
酬
も
受
け
ず
、
ほ
と
ん

ど
名
目
上
の
取
締
役
と
し
て
名
を
連
ね
た
に
過
ぎ
ず
、
会
社
業
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
経
験
も
有
し
な
い
取
締
役
が
、
お
お
む
ね
月

一
回
の
主
と
し
て
口
頭
に
よ
る
業
務
報
告
を
是
と
し
て
こ
れ
に
何
ら
の
疑
い
を
持
た
ず
、
そ
れ
以
上
の
強
い
監
督
と
介
入
を
遂
げ
な
か
っ

た
点
で
、
会
社
に
対
し
任
務
解
怠
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
右
取
締
役
の
任
務
解
怠
に
つ
き
、
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
な
い
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、
判
旨
は
、
Y
が
「
出
資
も
せ
ず
、
報
酬
も
受
け
ず
、
ほ
と
ん
ど
名
目
上
の
取
締
役
と
し
て
名
を
連
ね
た
に
す
ぎ
ず
、
会
社
業
務

に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
悪
意
・
重
過
失
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
行
法
は
、
右
の
Y
の
よ
う
な
名
目
だ
け
の
取
締
役
に
対
し
て
、
そ
の
監
視
義
務
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
な

い
以
上
（
青
竹
「
名
目
附
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
」
民
商
七
八
巻
（
法
と
権
利
2
）
三
五
九
頁
）
、
右
の
判
旨
の
よ
う
に
考
え

，
る
こ
と
は
、
正
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
右
の
Y
の
よ
う
な
事
情
は
、
Y
の
任
務
解
怠
に
つ
き
悪
意
．
重

過
失
の
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
一
応
推
測
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
情
だ
け
で
、
即
座
に
、
悪
意
．

重
過
失
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
本
件
で
は
、
む
し
ろ
、
Y
が
お
お
む
ね
月
一
回
の
主
と
し
て
口
頭
に
よ
る
業
務
報
告
を
是
と
し
て
こ
れ

に
何
ら
の
疑
い
を
持
た
な
か
っ
た
点
で
、
少
な
く
と
も
、
Y
に
悪
意
・
重
過
失
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
件
で
は
、
Y
の
悪
意
・
重
過
失
の
認
定
に
つ
き
、
甲
会
社
に
お
い
て
正
規
の
取
締
役
会
が
開
か
れ
ず
、
ま
た
開
く
よ
う

要
求
し
な
か
っ
た
点
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Y
に
任
務
解
怠
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
代
表

取
締
役
A
の
職
務
違
反
行
為
に
対
す
る
監
視
義
務
違
反
の
責
任
を
一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
Y
は
、
月
一
回

ぐ
ら
い
の
割
合
で
会
社
を
訪
れ
、
そ
の
都
度
代
表
取
締
役
A
か
ら
お
お
む
ね
口
頭
で
業
況
の
報
告
を
受
け
、
A
に
対
し
て
間
違
い
の
な
い

や
り
方
を
す
る
よ
う
に
と
の
一
般
的
な
注
意
を
促
し
て
い
」
た
。
し
か
も
、
・
甲
会
社
に
お
け
る
取
締
役
は
、
Y
の
ほ
か
、
A
之
そ
の
妻
B
だ
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研幅吻
刷

け
で
あ
る
か
ら
、
形
式
の
守
っ
た
取
締
役
会
の
招
集
ま
た
は
招
集
の
要
求
が
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
Y
と
A
と
の
月
一
回
の
会
合
を
も

っ
て
、
実
質
上
の
取
締
役
会
の
開
催
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
で
、
本
件
は
、
前
記
の
四
つ
の
下
級
審
判
例

と
は
事
惰
が
異
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
代
表
取
締
役
A
の
業
務
執
行
に
対
す
る
監
視
義
務
違
反
に
つ
き
、
Y
に
は
少
な
く
と
も
悪
意
ま
た
は

重
過
失
は
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
本
件
の
判
旨
第
二
点
の
結
論
に
賛
成
す
る
。

　
五
　
最
後
に
、
判
旨
の
第
三
点
を
み
る
に
、
本
判
決
は
、
傍
論
と
し
て
因
果
関
係
に
言
及
し
、
Y
の
任
務
解
怠
が
な
け
れ
ば
、
A
を
し

て
渇
ら
と
の
本
件
各
取
引
を
止
め
さ
せ
、
も
し
く
は
甲
会
社
の
倒
産
を
回
避
し
得
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
相
当
因
果
関
係
の
存

在
を
も
否
定
し
て
い
る
。

　
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
責
任
の
成
立
要
件
と
し
て
相
当
因
果
関
係
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
名
目
的
代
表
取
締
役
の
責
任
を

認
め
た
昭
和
四
四
年
一
一
月
二
六
日
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
一
五
〇
頁
）
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
こ
の
「
相
当
因
果
関
係
」
論
に
よ
っ
て
名
目
的
取
締
役
の
責
任
を
否
定
し
た
最
高
裁
判
例
（
昭
和
四
五
・
七
・
一
六
由
仁
二
四
巻

七
号
一
〇
六
一
頁
）
が
あ
り
、
最
近
の
下
級
審
判
例
に
も
、
因
果
関
係
が
存
し
な
い
と
し
て
名
目
的
取
締
役
の
責
任
を
否
定
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
（
例
え
ば
、
神
戸
地
伊
丹
支
判
昭
和
四
四
・
一
・
三
〇
判
タ
ニ
三
二
号
二
一
〇
頁
、
東
京
特
撮
昭
和
五
〇
・
五
・
二
七
判
時
七

九
五
号
九
三
頁
、
東
京
地
絹
昭
和
五
一
・
八
・
二
八
判
時
八
四
九
号
一
一
四
頁
な
ど
）
。
学
説
の
多
数
も
、
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を
要

求
す
る
（
塩
田
1
1
吉
川
・
前
掲
一
八
二
頁
、
酒
巻
・
前
掲
野
ω
o
げ
o
o
一
一
二
号
三
一
頁
）
。

　
し
か
し
、
任
務
解
怠
の
あ
る
取
締
役
に
つ
き
、
　
「
相
当
因
果
関
係
」
論
に
よ
っ
て
取
締
役
の
責
任
の
認
定
に
し
ぼ
り
を
か
け
る
と
な
る

と
、
名
目
的
取
締
役
の
監
視
義
務
の
本
心
と
第
三
者
の
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
の
立
証
は
、
非
常
に
困
難
と
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
因
果
関
係
の
存
在
を
厳
格
に
要
求
す
る
こ
と
は
、
任
務
解
怠
の
あ
る
取
締
役
に
と
っ
て
不
当
に
寛
大
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
青
竹
・
前
掲
三
五
九
頁
）
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
の
考
え
方
は
、
あ
る
行
為
を
し
た
代
表
取
締
役
が
第
三
者
に
対
し
悪
意
・
重
過
失

製吻4Q
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究断腋
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に
よ
る
任
務
解
熱
を
理
由
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
は
、
他
の
平
取
締
役
も
監
視
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
は
な

い
が
、
行
為
を
し
た
代
表
取
締
役
が
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
場
合
に
は
、
他
の
平
取
締
役
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
れ
を

阻
止
し
え
た
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
代
表
取
締
役
の
悪
意
・
重
過
失
に
よ
る
任
務
解
怠
と
平
取
締
役
の
監
視
義
務
違
反
と
の

間
の
具
体
的
な
因
果
関
係
を
認
定
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
に
あ
る
と
み
て
こ
の
考
え
方
に
賛
成
す
る
見
解
も
あ
る
（
竹
内
・
判
例
商

法
－
三
〇
九
頁
）
。
ま
た
、
本
条
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を
必
要
と
す
る
理
由
は
見
出
し
え
ず
、
悪
意
・
重
過
失

の
有
無
の
問
題
と
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
み
ら
れ
る
（
渋
谷
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
九
四
頁
）
。

　
思
う
に
、
監
視
義
務
違
反
に
よ
っ
て
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
関
係
は
、
使
用
者
ま
た
は
代
理
監
督
者
が
、
被
用
者
が
不
法
行
為

に
も
と
つ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
、
民
法
七
一
五
条
に
よ
っ
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
関
係
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ

の
民
法
七
一
五
条
の
責
任
は
、
ま
ず
、
被
用
者
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
内
使
用
者
に
故
意
過
失
が
あ
る

こ
と
を
要
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
直
接
の
経
営
担
当
者
で
あ
る
代
表
取
締
役
が
第
三
者
に
対
し
て
悪
意
・
重

過
失
に
よ
る
任
務
解
怠
を
理
由
と
し
て
責
任
を
負
う
場
合
に
の
み
、
他
の
平
取
締
役
は
、
自
己
の
監
視
義
務
違
反
に
つ
き
悪
意
・
重
過
失

が
あ
る
と
き
、
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
使
用
者
の
免
責
事
由
に
つ
き
挙
証
責
任
が

使
用
者
に
あ
る
民
法
七
一
五
条
に
な
ら
っ
て
、
直
接
の
経
営
担
当
者
で
あ
る
代
表
取
締
役
が
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
を
第
三
者
が
立
証
し

た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
監
視
義
務
を
負
う
平
取
締
役
は
そ
の
合
理
的
な
注
意
の
行
使
が
損
害
発
生
を
阻
止
し
え
た
こ
と
（
相
当
因
果
関
係

の
存
在
）
が
事
実
上
推
定
さ
れ
る
、
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
結
果
同
旨
、
吉
川
・
民
商
六
四
巻
四
号
六
九
七
頁
）
。
　
こ
の
よ
う

に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
多
数
存
在
す
る
名
目
的
取
締
役
に
対
し
、
代
表
取
締
役
の
行
為
に
関
連
し
て
責
任
を
負
わ

せ
る
こ
と
が
苛
酷
と
な
る
場
合
（
田
尾
・
前
掲
＝
二
九
頁
）
が
軽
減
さ
れ
、
ま
た
、
第
三
者
の
保
護
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
田
公
明
）

鵬㈲qO
4
7


